
平成 29 年度「きたひろしま市民会議」の実施について 
 

1．目的 

「きたひろしま市民会議」は、市民が行政に何を求めているのか、今の行政に何が重要である

のかなどの意見を聴き取る機会として平成 27 年度に第 1回目を開催した。本会議では市民から意

見を聞き取る貴重な機会であり、今年度においても総合計画に掲げる事業の進行管理に資するこ

とを目的に「きたひろしま市民会議」を開催する。 

 

2．対象者 

  北広島市に住む 18歳以上の男女 30 名程度 

   →地区・年齢層・性別を考慮した無作為抽出により依頼文を送付し、参加者を募る。 

 

3．開催時期 

  平成 29 年 11 月 19 日（日） 13：00～17：00（4 時間） 

   

4．開催場所 

  北広島市図書館 2階 ＡＶサロン（託児室：ボランティア活動室） 

 

5．謝礼金 

  参加した市民に対し日額 2,500 円を謝礼として支払う。 

 

6．当日スケジュール 

  受付時間  12：30～13：00  市民会議の開催  13：00～ 

事務局より会議日程の説明 13：00～13：05 

基調講演(30 分) 13：05～13：35 

休憩（15分） 13：35～13：50 

事務局よる会議の進め方の説明 13：50～13：55 

グループディスカッション(120 分) 13：55～15：55 

休憩（15分） 15：55～16：10 

グループ発表（各グループ 20 分） 16：10～17：00 

 

7．基調講演 

  講師：鈴木 聡士 氏 講演テーマ：まちづくりに関するテーマ 

 

8．会議テーマ 

  参加者自らテーマを考えてきてもらい、グループディスカッションで話し合うテーマを決定。 

 

9．総合計画推進委員会委員の役割 

  各グループ内に１名の委員を配置し、グループ内のファシリテーターになっていただく。 
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10．グループ討議の流れ 

  ・自己紹介（推進委員が仕切る） 

  ・テーマの決定 

   ※参加者各自で当日までに自分が話したいテーマを考えてきてもらう。 

   ※テーマが出揃ったところで各グループにおいてグループテーマを決める。 

・グループディスカッション（意見が出やすい雰囲気を推進委員が作る） 

※他の方の話を聞いて、新たな考えなどを思いついたら、随時付箋紙に書き出し、 

模造紙に貼り付ける。 

※出された思い・考えに対しては議論を深めない。（各自の意見を尊重する） 

※最終段階では、出された意見を内容別に分類する。 

※模造紙は白紙の状態ですので、まとめの際にテーマ名や、内容分けした分類名などを 

用意しているマジックで記載してもらう。 

 

・グループ発表 

※発表者は推進委員以外の市民の方にお願いする。 

※発表者は 1名でも、複数名でも可能とする。 

※発表は付箋紙を張った模造紙を活用し行う。 

※出された意見を全て発表するのではなく、分類ごとの代表的な意見を発表する。 

 

【企画課職員の配置】 

  ・2名の職員を配置する。 

    →グループ討議に参加するのではなく、物品の補充や参加者からの質問に対する対応 

  ・場内の写真撮影を行う。  

 

11．出された意見の取り扱い 

   ・市民会議で出された「思い」・「考え」などについての総括は行わず、総合計画進行管理に 

関する参考資料として取り扱うものとする。 

・取りまとめ（報告書）は事務局で作成する。 

・報告書は HP で公表するだけではなく、庁内向けにも発信し、情報共有を図る。 

 

12.昨年からの変更点 

  ・会議日程を 2日から 1日に変更(参加しやすくするため) 

  ・テーマを事前に決めず、当日各グループで決める(市民が求めることを明確にするため) 

 

13.その他 

  ・これまで同様、子育て世帯が参加しやすいように託児を設ける。 

 


